
社 会 科 

Social Studies 

▶第５学年 

▶単元：これからの工業生産 

▶本時：3/5時間 

活用教材 
 

 

 

 

 

 

ねらい 

・これからの工業において大切にすること
（多様性、公平・公正、包括性）を 
生産現場の事例から考えることができる。 

・日本の工業は社会の変化に合わせて発展 
させていて持続可能な社会をめざしている
ことが分かる。 

 
         解決したくなる「問い」を引き出す教師の仕掛け                               
         
 

       ○教科書や資料「工業生産キーワード」「サステナビリティレポート」を活用しよう 

 

 
 
      
 

          主体的・対話的に学ぶ児童の様子                                      
          
 

〇話し合ってみよう 

 
 

○例えば冷蔵庫だったら、どこをロボットに任せるかな？ 

 

       〇ここは日立の冷蔵庫を製造している工場の写真です。気がついたこと 

は何？ 

 

                   ○この工場では外国の方が多く働いていて、個々に作業コーナーがあり、 

       名前と作業した数が分かるようになっている。なぜだと思う？         

 

                   ○ロボットは最新技術のところを受け持っている。「冷蔵庫の歴史と   

ヒミツ」のサイトも使って確認しよう 

 

 

             

 

 「問い」の解決を通して学びが深まった児童の姿                                                        
 

 

 

 

「日本は、製造業で働く人の数が減っている。外国から働きに来る人や体が不自由な 
人など、さまざまな人が働きやすい職場にしている」 
「大きな工場は中小工場より数が少ない。一人当たりの生産額は、大きな工場が多い」 
「中小工場は、日本の工業の 98％だった」 

「働く環境だと思う」「きれいで、快適、働きやすさだと思う」 
「製造業で働く人の数が減っているなら働きやすさが大事だ」 
「機械化するよ」 

「製品を組み立てる」「細かい作業は人がよさそうだ」「大量に作るには、ロボットがいい」 

このままでいいのかな？これからの工業には、何が必要か
 

  
 

 

今の工業の課題は何か調べよう！ 

「人が作業している」「帽子の色が違う」 
「いろいろな人が働いている」 

「目標を持って作業できる」「じゃロボットはどんな作業をしている？」 

「冷蔵庫が冷える仕組みは、人の手で難しそうだ」 
「ロボットは、間違わない」「AI だね」 
「Society5.0 の社会は人口知能が活躍すると教科書にあった」 

「これからの工業は、働く人が減っているため、外国の人でも体が不自由な人でも働き 
やすい環境にすることが必要だ。人工知能 AI やロボットを使って生産効率を挙げている」 

今日の学習をふり返ろう！ 

https://shouene-
kaden.net/try/kaden/index.html 
 

https://shouene-
kaden.net/try/kaden/freezer.html 
 

https://shouene-kaden.net/try/kaden/index.html
https://shouene-kaden.net/try/kaden/index.html
https://shouene-kaden.net/try/kaden/freezer.html
https://shouene-kaden.net/try/kaden/freezer.html


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜授業実施に向けた参考資料＞ 

■本時の学習  

  

 

 

□調べ学習のための資料   

○小学社会５（日本文教出版）P182～189 

○社会科資料集 

○自作資料「5年社会科「工業生産」でおさえておきたい言葉チェックシート（）は、教科書のページ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○資料：日立ダイバーシティ・エクイティ・インクルージョン 

https://www.hitachi.co.jp/recruit/newgraduate/company/diversity.html 

資料「日立」ダイバーシティ・ 

エクイティ・インクルージョンで調べる 
教科書や資料集で調べる 教材で調べる 

今
日
の
学
習
は
コ
コ
！ 

板書 

https://www.hitachi.co.jp/recruit/newgraduate/company/diversity.html


 

 

 

 

 

 

■次時の学習 

 

■次時の学習  

個々にテーマを決めて、レポートして発表する 指導時数 4～5/5時間 

 

  

 

 

児童のレポート報告の例 


